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山
頂
か
ら
絶
景
望
む

獅
子
島
ウ
ォ
ー
ク
が
開
催
さ

れ
、
参
加
者
は
標
高
３
９
３
㍍

の
七
郎
山
山
頂
を
目
指
し
ま
し

た
。

◎
関
連
記
事
＝
Ｐ
２



食事を振る舞う婦人会員たち

中継地点でポンカンを提供

甘酒を求めて列をつくる参加者

七郎山山頂から天草や長崎県島原半島を望む

味見しながらお買い物

島民らによる出店が多数並んだ

地元の特産品を品定めする買い物客

会場を和ませたスチールオーケストラ

無投票で 14人が当選
長島町農業委員会委員選挙

63 歳・片側

小田　敏博
65 歳・山寺

60 歳・浦底

山口　正成
67 歳・藤之元

田淵　　健
53 歳・田尻

山迫　三郎
57 歳・矢堂

宮路　　保

47 歳・唐隈

小田　清光
69 歳・伊唐

丸橋　一義
52 歳・指江

﨑野　豊文
58 歳・山門野中

立野　　望

62 歳・平尾中南52 歳・小浜47 歳・蔵之元

有馬　清章
57 歳・広野

　川原　睦男　

佐賀　樹男

　

２
月
28
日
に
執
行
さ
れ
た
長

島
町
農
業
委
員
会
委
員
選
挙

は
、
立
候
補
届
け
出
数
が
定
数

を
超
え
な
か
っ
た
た
め
、
無
投

票
当
選
と
な
り
ま
し
た
。

　

長
島
町
農
業
委
員
会
は
、
選

挙
で
選
ば
れ
た
委
員
14
人
と
町

長
が
選
任
す
る
委
員
６
人
の
計

20
人
で
構
成
さ
れ
ま
す
。

　

今
回
の
選
挙
で
当
選
さ
れ
た

委
員
を
、
届
け
出
順
に
紹
介
し

ま
す
。

　

鹿
児
島
県
最
北
端
の
島「
獅
子
島
」

で
２
月
７
日
、『
獅
子
島
ウ
ォ
ー
ク
』

と
『
獅
子
島
フ
ェ
ア
』
が
あ
り
ま
し

た
。
当
日
は
、
県
内
は
も
と
よ
り
、

福
岡
県
、
宮
崎
県
、
熊
本
県
な
ど
か

ら
約
７
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

獅
子
島
ウ
ォ
ー
ク
は
、
獅
子
島
ア

イ
ラ
ン
ド
セ
ン
タ
ー
を
発
着
点
と
し

て
、
七
郎
山
（
標
高
３
９
３
㍍
）
山

頂
で
折
り
返
す
13
㌔
の
コ
ー
ス
で
開

催
。
参
加
者
は
獅
子
島
小
学
校
の
児

童
に
よ
る
竹
太
鼓
や
ダ
ン
ス
の
歓
迎

を
受
け
た
後
、
花
火
の
合
図
で
一
斉

に
ス
タ
ー
ト
し
、
起
伏
の
激
し
い
難

コ
ー
ス
に
挑
み
ま
し
た
。

　

中
継
点
や
獅
子
島
山
頂
で
は
、
島

民
た
ち
が
ポ
ン
カ
ン
や
甘
酒
を
提
供

し
、
獅
子
島
ア
イ
ラ
ン
ド
セ
ン
タ
ー

で
は
、
地
元
婦
人
会
が
ア
オ
サ
汁
と

お
に
ぎ
り
を
振
る
舞
い
、
手
作
り
の

味
で
参
加
者
を
も
て
な
し
ま
し
た
。

　

ゴ
ー
ル
後
に
開
か
れ
た
獅
子
島
フ

ェ
ア
で
は
、
ナ
マ
コ
や
青
オ
サ
、
ヒ

オ
ウ
ギ
貝
、
焼
き
イ
モ
、
ミ
カ
ン
、

コ
ロ
ッ
ケ
な
ど
の
地
元
特
産
品
が
販

売
さ
れ
、
新
鮮
な
食
材
が
格
安
で
手

に
入
る
と
あ
っ
て
、
各
出
店
に
は
買

い
物
客
が
殺
到
す
る
ほ
ど
の
盛
況
ぶ

り
で
し
た
。

荒川　和昭町田　英史

ふ
れ
あ
い
・
自
然
・
食
を
堪
能

Shishijima Fair

Shishijima Walk

獅子島ウォーク・フェア

参加者を歓迎する獅子島小の児童たち

Agriculture Committee
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◎

☎

◇
加
入
で
き
る
人

　

長
島
町
に
住
民
登
録
ま
た
は
外
国

　

人
登
録
を
し
て
い
る
人
。就
学（
学

　

生
）
の
た
め
、
一
時
的
に
転
出
し

　

て
い
る
人
も
加
入
で
き
ま
す
。

◇
加
入
申
し
込
み

　

役
場
へ
申
込
書
を
提
出

◇
共
済
掛
金
（
年
額
）

　

加
入
者
１
人
に
つ
き
年
５
０
０
円

　

中
途
加
入
者
（
4
月
以
降
の
加
入

　

者
）
も
同
額

◇
共
済
期
間

　

平
成
22
年
4
月
1
日
～
平
成
23
年

　

3
月
31
日
の
１
年
間

　

中
途
加
入
者
は
、
申
込
書
を
受
理

　

し
た
日
の
翌
日
か
ら
平
成
23
年
3

　

月
31
日
ま
で

町
で
は
、
市
町
村
交
通
災
害
共
済
の
加
入
申
し
込
み

を
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
こ
の
共
済
は
皆
さ
ん
が

掛
金
を
出
し
あ
い
、
交
通
事
故
に
よ
る
死
亡
・
ケ
ガ
の
際
に
災
害
見

舞
金
が
支
給
さ
れ
る
制
度
で
す
。
４
月
１
日
現
在
で
町
内
に
住
所
登
録
ま

た
は
外
国
人
登
録
を
し
て
い
る
人
は
、
年
齢
に
関
係
な
く
誰
で
も
加
入
で

き
ま
す
。
家
族
そ
ろ
っ
て
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

◇
対
象
と
な
る
事
故

　

国
内
で
自
転
車
、
原
動
機
付
自
転

　

車
、
自
転
車
、
汽
車
、
電
車
、
身

　

体
障
害
者
用
の
車
い
す
、
定
期
旅

　

客
船
、
交
通
船
、
旅
客
機
等
に
よ

　

り
、
接
触
、
衝
突
、
転
覆
等
の
交

　

通
事
故
に
遭
わ
れ
て
、
そ
れ
が
原

　

因
で
身
体
に
障
害
を
受
け
た
場
合

◇
災
害
見
舞
金
の
額

　

①
死
亡
＝
１
０
０
万
円

　

②
治
療
実
日
数
に
よ
り
2
万
５
千

　
　

円
か
ら
18
万
円

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
総
務
課

　

☎
（
86
）
１
１
１
１

　
　

内
線
１
２
１
８

ご
存
じ
で
す
か
？

「
市
町
村
交
通
災
害
共
済
」

気象庁は５月 27 日（予定）から気象に関するすべての警報・注意報を市町村ごと
に発表します。

　現在、鹿児島地方気象台では警報・注意報を、「川薩・姶良、肝属」のように県を
６地域に分けて発表していますが、発表区域を市町村ごとにすることで、どこを対象
に警報・注意報が発表されているのか分かりやすくなるメリットがあります。
　土砂災害や洪水などの災害から身を守るために、市町村ごとに発表する警報・注意
報をはじめ、最新の気象情報を利用してください。

市
町
村
ご
と
に

警
報
・
注
意
報
を
発
表

３月中に申し込みを

長
年
に

わ
た

り
海
洋
性
レ

ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
の
振
興

に
貢
献
さ
れ

た
石
橋
建
治

さ
ん
（
指

江
）
が
１
月

16
日
、
Ｂ
＆

Ｇ
財
団
か
ら
優
良
指

導
者
と
し
て
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。

　

同
財
団
は
、
地
域

の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に

貢
献
さ
れ
た
指
導
者
・

指
導
者
会
を
「
優
良

指
導
員
（
指
導
者
会
）」

と
し
て
表
彰
し
て
い

て
、
今
年
は
ゴ
ー
ル

ド
褒
賞
12
人
、
シ
ル

バ
ー
褒
賞
25
人
、
指

導
者
会
５
団
体
を
表
彰
し
ま
し
た
。

　

同
日
は
、
東
京
都
の
笹
川
記
念
会

館
で
全
国
Ｂ
＆
Ｇ
指
導
者
会
設
立
総

会
が
開
催
さ
れ
、
出
席
者
約
６
０
０

人
が
見
守
る
中
、
石
橋
さ
ん
に
ゴ
ー

ル
ド
褒
賞
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

石
橋
さ
ん
は
、
昭
和
55
年
度
の
長

島
町
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
設
立
時

に
指
導
員
資
格
を
取
得
さ
れ
、
同
セ

ン
タ
ー
の
担
当
者
や
所
長
と
し
て
管

理
運
営
に
携
わ
り
、
平
成
17
年
度
の

南
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
Ｂ
＆
Ｇ
連
絡
協
議

会
の
設
立
、
平
成
21
年
２
月
の
長
島

町
Ｂ
＆
Ｇ
指
導
者
会
の
設
立
な
ど
に

尽
力
。
そ
の
後
も
長
島
町
Ｂ
＆
Ｇ
指

導
者
会
の
代
表
者
と
し
て
積
極
的
に

活
動
さ
れ
、
海
洋
セ
ン
タ
ー
評
価
の

向
上
に
協
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
後
に
石
橋
さ
ん
は
「
関
係
者

の
協
力
の
た
ま
も
の
と
感
謝
し
て
い

ま
す
。
現
在
、
現
役
を
退
い
て
い
ま

す
が
、
今
後
も
町
指
導
者
会
の
一
員

と
し
て
、
財
団
が
提
唱
す
る
『
水
の

事
故
Ｚ
Ｅ
Ｒ
Ｏ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
』
を

通
し
て
、
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち

の
た
め
に
、
自
然
体
験
と
水
の
安
全

教
育
の
推
進
に
貢
献
し
て
い
き
た

い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

海
洋
セ
ン
タ
ー
に
特
Ａ
評
価

東
京
都
の
笹
川
記
念
会
館
で
１

月
28
日
、
Ｂ
＆
Ｇ
財
団
が
主

催
す
る
海
洋
セ
ン
タ
ー
首
長
会
議

「
第
３
回
Ｂ
＆
Ｇ
全
国
サ
ミ
ッ
ト
」

が
開
か
れ
、
長
島
町
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ

ン
タ
ー
が
「
特
Ａ
評
価
」（
６
段
階

評
価
の
最
上
）
と
し
て
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。

　

全
国
の
Ｂ
＆
Ｇ

海
洋
セ
ン
タ
ー

は
、
同
財
団
の
支

援
を
受
け
な
が
ら

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

と
効
率
的
な
施
設

の
運
営
を
進
め
て

い
て
、
こ
れ
ま
で
に

整
備
さ
れ
た
地
域
海

洋
セ
ン
タ
ー
の
数
は

４
８
０
カ
所
に
の
ぼ

り
ま
す
。

　

同
財
団
は
、
評
価

基
準
を
定
め
て
特
に

優
秀
な
運
営
を
行
っ
て

い
る
海
洋
セ
ン
タ
ー
を

毎
年
表
彰
し
て
い
ま
す
。

評
価
の
方
法
は
、「
利
用

人
数
」、「
同
財
団
事
業

の
実
施
」、「
指
導
員
の
配
置
」
な
ど

10
項
目
の
得
点
合
計
に
よ
り
決
定
さ

れ
ま
す
。

　

長
島
町
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
は

特
Ａ
評
価
の
受
賞
に
よ
り
、
今
後
の

施
設
運
営
な
ど
に
対
し
て
、
同
財
団

か
ら
優
遇
さ
れ
た
措
置
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

石橋さんがゴールド褒賞受賞

海と緑のふれあい

ブルーシー・アンド・グリーンランド財団
スポーツ。健康。人づくり

4Nagashima toｗn Public Relation s5 広報ながしま



NAGASHIMA TOWN Public Relations i n f o r m a t i o n

現在の手続き

新たに開始する手続き

インターネットで申請

役場へ出向いて申請

役場
窓口で交付

住民票・各種証明書

手続きの流れ

区　　　　　分 男　　子 女　　子
陸上自衛隊 一般幹部候補生 一般要員 約 145 人 約 15 人

海上自衛隊 一般幹部候補生 一般要員 約 70 人 約 10 人飛行要員
技術幹部候補生 約 20 人

航空自衛隊 一般幹部候補生
一般要員

約 70 人 約 10 人飛行要員
音楽要員

　　◇採用予定数

◇応募資格
　・平成 23 年４月１日現在、次のいずれかに該当する人
　　① 22 歳以上 26 歳未満の人
　　②学校教育法に基づく大学院（専門職大学院を除く）において正規の課程（技術幹部候補生にあっては理学ま
　　　たは工学の課程）を２年以上修め、修士（技術幹部候補生にあっては理学修士または工学修士）の学位を受
　　　けた人（平成 23 年３月学位取得見込みを含む）については、28 歳未満の人
　　③ 20 歳以上 22 歳未満で、学校教育法に基づく大学（短期大学を除く。以下「大学」という）を卒業した人（平
　　　成 23 年３月卒業見込みの人を含む）または外国における学校を卒業した場合で、大学卒業に相当すると認
　　　められた人
　　④現に自衛官である人は、22 歳以上 28 歳未満（ただし、③に該当する人は 20 歳以上 28 歳未満）の人
◇第１次試験日
　・５月 15 日（土）筆記試験
　・５月 16 日（日）筆記式操縦適性検査（飛行要員希望者だけ）

区　　分 男　　子 女　　子
陸上自衛隊 約 4,040 人 約 160 人
海上自衛隊 約 850 人 約 75 人
航空自衛隊 約 810 人 約 90 人

　　◇採用予定数

◇応募資格	 	 	 	 	 	 	 	 	 　　
　・平成 23 年４月１日現在、18 歳以上 27 歳未満の人
　　（昭和 59 年４月２日から平成５年４月１日までの間に生まれた人）
◇第１次試験日
　①第１回　５月 22 日（土）
　②第２回　９月 18 日（土）
　　ただし、平成 23 年３月高等学校卒業予定者または中等教育学校卒業予定者のための試験は第２回となります。

長
島
町
で
は
、
４
月
１
日
か
ら

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し

て
住
民
票
な
ど
の
各
種
交
付
申
請
が

で
き
る
電
子
申
請
シ
ス
テ
ム
の
サ
ー

ビ
ス
を
開
始
し
ま
す
。

電
子
申
請
シ
ス
テ
ム
と
は

　

電
子
申
請
シ
ス
テ
ム
は
、
住
民
と

行
政
と
の
間
で
行
わ
れ
る
各
種
申
請

な
ど
の
事
務
を
、
現
在
の
紙
で
手
続

き
す
る
の
に
加
え
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
利
用
し
て
自
宅
や
職
場
か
ら
手

続
き
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

す
る
も
の
で
す
。

24
時
間
利
用
可
能

　

こ
の
シ
ス
テ
ム
を
利
用
す
る
こ
と

に
よ
り
、
窓
口
の
業
務
時
間
を
気
に

す
る
こ
と
な
く
、
24
時
間
い
つ
で
も

自
宅
や
職
場
の
パ
ソ
コ
ン
か
ら
申
請

す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
窓
口
の

手
続
き
に
要
す
る
時
間
を
短
縮
で
き

る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

指
定
日
に
窓
口
へ

　

証
明
書
等
の
受
け
取
り
が
必
要
な

手
続
き
は
、
対
象
手
続
き
の
申
請

後
、
自
分
の
指
定
し
た
日
に
身
分
証

申請できる業務 担　当　課
住民票の写し等の交付請求（世帯全員） 町民福祉課
住民票の写し等の交付請求（一部〈個人〉） 町民福祉課
納税証明書の交付の請求（軽自動車税〈継続審査用〉） 税　務　課
納税証明書の交付の請求（町県民税） 税　務　課
納税証明書の交付の請求（固定資産税） 税　務　課
納税証明書の交付の請求（法人町民税） 税　務　課
所得証明に関する証明発行（所得証明書〈個人〉） 税　務　課
所得証明に関する証明発行（課税額証明書〈個人〉） 税　務　課

電
子
申
請
シ
ス
テ
ム
の
利
用

　

電
子
申
請
シ
ス
テ
ム
を
利
用
す
る

た
め
に
は
、
役
場
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
「
か
ご
し
ま
ｅ
申
請
ポ
ー
タ
ル
サ

イ
ト
」
に
接
続
し
、
手
順
に
従
っ
て

申
請
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、電
子
申
請
を
行
う
端
末（
パ

ソ
コ
ン
の
セ
ッ
ト
ア
ッ
プ
方
法
）
や

画
面
操
作
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
に

つ
い
て
は
、
電
話
や
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ

ー
ル
で
対
応
す
る
電
子
申
請
サ
ー
ビ

ス
ヘ
ル
プ
デ
ス
ク
が
あ
り
ま
す
の
で

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

○
ヘ
ル
プ
デ
ス
ク

　

☎
０
１
２
０
（
９
６
）
０
０
８
３

　

Ｆ
Ａ
Ｘ

　
　

０
１
２
０
（
６
０
）
５
３
９
２

　

Ｅ
メ
ー
ル

　
　

hd-kagoshim
a@

ekg-front.jp

○
受
付
時
間

　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

24
時
間

　

Ｅ
メ
ー
ル　

24
時
間

　

電
話

　
　

月
曜
日
か
ら
金
曜
日 

　
　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

　

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
、
年
末
年

　
　

始
は
受
付
不
可

明
書
、
手
数
料
、
認
印
等
を
持
参
し

て
担
当
課
で
受
け
取
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
直
接
本
人
が
窓
口
へ
お
越
し

い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
（
土
・
日
・
祝
日
を

除
く
月
～
金
曜
日
の
午
前
８
時
30
分

～
午
後
５
時
15
分
ま
で
受
領
可
能
）。

県
と
市
町
村
が
共
同
運
営

　

こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、
コ
ス
ト
面
や

事
務
の
効
率
化
、
使
い
勝
手
を
考
慮

し
、
県
と
県
内
全
市
町
村
で
構
成
す

る
鹿
児
島
県
電
子
自
治
体
運
営
委
員

会
が
「
鹿
児
島
県
電
子
申
請
共
同
運

営
シ
ス
テ
ム
」
を
開
発
、
運
用
し
て

い
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
交
付
申
請

平和を、仕事にする

自衛隊鹿児島地方協力本部では、自衛隊の入隊者を募集します。自衛隊は陸・海・空と活躍
するフィールドはさまざま。きっと自分にあった仕事が見つかる！ 自衛隊は自分探しの旅

にきっと答えを出してくれる職場です。ぜひ、その世界をのぞいてみてください。

受付期間　４月１日（木）～５月 10日（月）※締切日必着

◎問い合わせ先
　自衛隊鹿児島地方協力本部　薩摩川内出張所　☎ 0996（22）2401
　役場総務課　☎（86）1111　内線 1219

自衛隊入隊者募集

一般曹候補生

幹部候補生

４月１日から
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２
月

１
日　
　
　

  

長
島
町
商
工
会
商
品
券
抽
選
会

（
長
島
町
商
工
会
）

２
日　
　
　

  

県
町
村
会
理
事
会
（
鹿
児
島
市
）

３
日　
　
　

  

県
国
民
健
康
保
険
診
療
施
設
協
議
会

（
鹿
児
島
市
）

５
日　
　
　

  

県
国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会
理
事
会

（
鹿
児
島
市
）

７
日　
　
　

  

獅
子
島
ウ
ォ
ー
ク
（
片
側
）

８
日　
　
　

  

行
政
懇
話
会
（
長
島
町
役
場
）

９
日　
　
　

  

長
島
物
産
館
落
成
式
（
火
ノ
浦
）

13
日　
　
　

  

長
島
物
産
館
オ
ー
プ
ン
行
事
（
火
ノ
浦
）

　
　
　
　
　

  

鹿
児
島
長
島
会
（
鹿
児
島
市
）

15
日　
　
　

  

地
域
・
職
域
・
学
域
連
携
推
進
協
議
会

（
鹿
児
島
市
）

16
日　
　
　

  

県
漁
港
・
漁
場
協
会
理
事
会（
鹿
児
島
市
）

　
　
　
　

  　

県
消
防
協
会
理
事
会
（
鹿
児
島
市
）

17
日　
　
　

  

県
公
民
館
連
絡
協
議
会
（
鹿
児
島
市
）

19
日　
　
　

  

県
下
一
周
駅
伝
大
会
出
水
チ
ー
ム

　
　
　
　
　

  

出
発
式
（
出
水
市
）

　
　
　
　
　

  

北
薩
広
域
行
政
事
務
組
合
理
事
会

（
出
水
市
）

　
　
　
　
　

  

県
土
地
改
良
区
支
部
説
明
会
（
さ
つ
ま
町
）

20
日　
　
　

  

県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
会
議
会

（
鹿
児
島
市
）

22
日　
　
　

  

市
町
村
総
合
事
務
組
合
議
会
（
鹿
児
島
市
）

23
～
24
日　

  

全
国
市
町
水
産
業
振
興
協
議
会（

東
京
都
）

24
日　
　
　

  

県
町
村
会
理
事
会
（
鹿
児
島
市
）

25
日　
　
　

  

県
市
町
村
長
研
修
会
お
よ
び
各
種
総
会

（
鹿
児
島
市
）

26
日　
　
　

  

県
国
民
健
康
保
険
診
療
施
設
協
議
会

（
鹿
児
島
市
）

　
　
　
　
　

  

県
国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会
総
会

（
鹿
児
島
市
）

ふ
し
ぎ
な
で
ま
え

か
が
く
い  

ひ
ろ
し  

著

針
供
養
柔や

わ

な
豆
腐
に
成
佛
す　
　
　
　
　
　

筑
前　

初
市

春
光
や
石
積
み
の
町
花
だ
ん
だ
ん　
　
　
　

大
堂　

早
苗

女
子
高
に
継
が
れ
て
針
の
塚
祀ま

つ

る　
　
　
　

淵
脇　
　

護

ま
な
う
ら
に
い
つ
も
母
あ
り
針
供
養　
　
　

二
階
堂
妙
子

春
光
に
畑
の
ビ
ニ
ー
ル
波
打
て
り　
　
　
　

中
橋　

藤
七

青
空
の
隅
を
残
し
て
し
だ
れ
梅　
　
　
　
　

山
嵜
加
代
子

切
れ
凧
を
目
で
追
う
孫
の
涙
か
な　
　
　
　

関　

佳
代
美

春
光
や
番つ

が

い
の
チ
ャ
ボ
は
放
し
飼
い　
　
　

迫
口　

君
代

　じゃがさんとさつまさんが出
前をとりました。やってきたの
は、少々ふしぎな出前。はたし
て２人は無事に食べることがで
きるのでしょうか？

マ
ラ
ソ
ン
１
年
生

た
か
ぎ  

な
お
こ  

著

　運動苦手な彼女が、ふと目に
したマラソン中継に刺激され、
ホノルルマラソンに参加するま
での一年間をまとめています。

己
が
身
の
つ
づ
き
に
生あ

れ
し
曾
孫
二
人
孫
子
を
越
へ
て
か

か
る
愛い

と

し
さ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浜
畑　

松
枝

採
り
立
て
の
白
き
大
根
切
る
た
び
に
清さ

や

け
き
つ
ゆ
が
俎ま

な
い
た板

ぬ
ら
す　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

林　
　

ヒ
ロ

岩
端
に
僅
か
ば
か
り
の
土
保
ち
草
木
は
強
く
根
を
張
り
て

を
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

本
田　

幸
子

駆
け
寄
り
て
日
差
し
の
や
う
に
笑
ひ
合
ふ
独
り
暮
ら
し
の

友
の
集
ひ
に　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
元　

睦
子

寒
ご
も
る
道
路
の
脇
の
黄
水
仙
光
の
ご
と
く
あ
た
り
を
照

ら
す　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

町
田
キ
ク
エ

白
梅
の
花
に
目
白
の
さ
ゆ
る
今
朝
一
枝
折
り
て
墓
前
に
供

ゆ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉
田　

映
子

三
が
日
風
雨
に
耐
へ
し
紅
梅
は
朝
の
陽
を
あ
び
輝
き
垂
る

る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

市
尾　
　

操

水
仙
も
石つ

わ
ぶ
き蕗
も
育
て
「
石
垣
と
花
の
町
長
島
」
と
立
て
札

の
あ
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
下　

ち
江

尽
く
さ
れ
し
郷
土
長
島
見
守
る
ご
と
建
ち
た
る
胸
像
泰
然

と
し
て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
下　

房
代

烏
骨
鶏
の
一
羽
の
雛
は
雪
の
日
に
生
ま
れ
で
て
鳴
く
命
伝

へ
て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

樫
平　

頼
子

安
か
ら
ぬ
現う

つ
し
よ世
の
身
過
ぎ
思
ひ
つ
つ
霧
島
連
山
望
む
山
越

ゆ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

米
尾　

和
子

大
正
琴
共
に
学
び
し
友
逝
き
て
花
埋
も
る
胸
に
楽
譜
抱
き

け
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

坂
之
下
典
子

百
年
余
実
り
し
生
家
の
文
旦
を
遠
き
日
し
の
び
つ
ほ
ほ
ば

り
て
居
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
山
タ
マ
エ

し
ら
じ
ら
と
明
け
そ
め
に
け
り
潟
浦
の
海う

な

も面
は
凪
ぎ
て
寒か

ん

気き

漂
ふ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浜
田
美
代
子

刈
田
よ
り
雀
の
群
れ
が
一
斉
に
飛
び
た
ち
た
る
が
又
戻
り

ゆ
く　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹
之
内
重
信

満
水
の
ダ
ム
に
切
り
立
つ
崖
の
嶺
一
本
桜
咲
き
初
め
に
け

り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

野
村　

益
信

か
が
ま
り
て
少
女
ふ
た
り
が
足
洗
う
川
流
れ
い
て
ふ
る
さ

と
す
が
し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宮
元　
　

司

物
音
も
し
ば
し
ば
絶
え
て
こ
も
り
居
る
ひ
と
り
の
我
を
包

む
夕
や
み　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
上　

義
彦

も
の
忘
れ
ひ
ど
し
と
嘆
く
母
な
れ
ど
子
等
の
住
所
は
す
ら

す
ら
と
書
く　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
塚　

洋
子

と
り
と
め
の
な
く
生
命
線
を
眺
め
お
り
朝
の
鏡
に
化
粧
を

終
え
て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
原
百
合
子

ト
ラ
ク
タ
ー
の
登
り
降
り
す
る
幅
を
取
り
セ
メ
ン
ト
打
て

ば
草
の
葉
が
落
つ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
下　
　

学

俳
句

紫し

も

く

れ

ん

木
蓮
盛
り
は
母
の
忌
に
あ
わ
せ　
　
　
　

笹
元　

政
美

う
ぐ
ひ
す
の
入
れ
替
は
り
鳴
く
島
の
道　
　

桐
野　

眞
実

短
歌

朝
海
べ
眺
め
る
気
持
良
き
事
よ
魚
釣
り
船
走
り
廻
る
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

町
田　

末
則

電
話
あ
り
満
洲
電
の
同
志
に
て
千
葉
は
習
志
野
時
世
の
夢

を　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鶯
出　

成
人

看
護
師
の
や
さ
し
き
言
葉
に
涙
す
る
此
の
寒
空
の
雲
の
下

に
て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宗
方　

正
喜

○駐在機関の業務
庁舎名 区　分 業　務　内　容

出　水
農林水産部駐在

営農指導業務、林業普及指導業務、水産普及指導業務、
漁船登録、その他水産行政全般

建 設 部 駐 在 現在、建設部出水支所で所管している業務

さつま 農林水産部駐在 営農指導業務、林業普及指導業務

○出水庁舎各部署の直通電話番号
　　出水庁舎の代表電話は３月 31 日で廃止されます。４月１日以降は各部署の直通
　電話番号へおかけください。

部署名 直通電話番号
保健福祉環境部出水支所（出水保健所） 　☎（62）1636

農林水産部駐在

　経営普及　　　☎（63）3115
　農畜産普及　　☎（63）3115
　野菜普及　　　☎（63）3115
　果樹花き普及　☎（63）3115
　林業普及　　　☎（62）5915
　水産業　　　　☎（62）5915

建設部駐在 　☎（63）3121

部署名 直通電話番号

農林水産部駐在

　経営普及　　☎ 0996（52）4514
　農畜産普及　☎ 0996（52）4515
　園芸普及　　☎ 0996（52）4516
　林業普及　　☎ 0996（52）4504

○さつま庁舎各部署の直通電話番号

○本庁舎
　総務企画部、農林水産部本所、建設部本所　☎ 0996（23）5151（代表）

　
県
で
は
、
時
代
の
変
化
に
対
応
し
た
効
率
的
な
県
政
を
推
進
し
て
い
く
た
め
、
出
先
機
関
の
統
合

を
進
め
て
い
ま
す
が
、
本
年
４
月
か
ら
北
　
地
域
振
興
局
の
支
所
等
で
行
っ
て
い
る
業
務
を
本
庁
舎

に
集
約
し
ま
す
。

○
農
林
水
産
部
本
所
（
さ
つ
ま
町
）

　

と
出
水
支
所
の
業
務
を
本
庁
舎

　
（
薩
摩
川
内
市
）
に
集
約
し
、
さ

　

つ
ま
庁
舎
と
出
水
庁
舎
内
に
営
農

　

指
導
業
務
等
を
行
う
駐
在
機
関
を

　

設
置
し
ま
す
。

○
出
水
市
の
農
林
水
産
部
駐
在
の
う

　

ち
水
産
関
係
駐
在
は
、
こ
れ
ま
で

　

ど
お
り
北　

地
域
振
興
局
管
内
全

　

域
の
水
産
業
を
所
管
し
ま
す
。

○
建
設
部
出
水
支
所
に
つ
い
て
は
、

　

道
路
、
河
川
な
ど
の
公
共
土
木
施

　

設
の
維
持
管
理
等
を
除
く
業
務
を

　

本
庁
舎
に
集
約
し
ま
す
が
、
２
年

　

間
は
河
川
激
甚
災
害
対
策
特
別
緊

　

急
事
業
等
に
対
応
す
る
人
員
も
出

　

水
庁
舎
内
に
駐
在
機
関
と
し
て
設

　

置
し
ま
す
。

○
保
健
福
祉
環
境
部
（
川　

保
健
所

　

と
出
水
保
健
所
）
の
業
務
内
容
に

　

変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。
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　関西ながしま会の第３回交流会を
開催します。
　当日は、長島町から来賓をお迎え
し、故郷の近況等をお聞きして、参
加者の皆さんの親交を『島美人』で
深めていただきたいと思います。
　関西在住の長島町ゆかりの皆さん
が集う、年１回の「ふるさとデー」
です。お誘いあわせのうえ、ぜひご
出席ください。
○日時
　４月 11 日（日）
　受付　午前 11 時
　開会　午前 11 時 30 分
○場所
　太閤園　ガーデンホール
　大阪市都島区網島町 9‐10
　☎ 06（6356）1110
○会費
　男性 9,000 円
　女性 8,000 円
○交通機関
　・ＪＲ東西線
　　「大阪城北詰駅」下車３号口
　・ＪＲ、京阪「京橋駅」下車
　・地下鉄長堀鶴見緑地線
　　「京橋駅」下車
◎問い合わせ先
　関西ながしま会事務局　福嵜健雄
　☎ 072（693）5085

第３回関西ながしま会交流会を開催

第２回交流会での記念撮影

携
帯
電
話
で
の
１
１
９
番

　

家
庭
の
固
定
電
話
あ
る
い
は
町
内

の
公
衆
電
話
か
ら
１
１
９
番
通
報
す

る
と
東
分
遣
所
へ
通
報
さ
れ
ま
す
。

し
か
し
、
携
帯
電
話
の
場
合
は
、
長

島
町
に
携
帯
電
話
の
基
地
局
が
無
い

た
め
、
阿
久
根
消
防
署
へ
通
報
さ
れ

ま
す
。通
報
す
る
場
所
に
よ
っ
て
は
、

本
渡
消
防
署
あ
る
い
は
水
俣
消
防
署

へ
通
報
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

阿
久
根
消
防
署
、
本
渡
消
防
署
、
水

俣
消
防
署
で
長
島
町
か
ら
の
携
帯
電

話
に
よ
る
１
１
９
番
通
報
を
受
信
し

た
場
合
は
、
東
分
遣
所
へ
転
送
さ
れ

ま
す
。

　

そ
こ
で
、
携
帯
電
話
で
１
１
９
番

通
報
す
る
と
き
は
、
最
初
に
「
長
島

町
の
○
○
（
公
民
館
名
等
）
で
救
急

（
火
事
）で
す
」と
言
っ
て
く
だ
さ
い
。

す
ぐ
に
東
分
遣
所
へ
転
送
さ
れ
、
直

接
東
分
遣
所
の
通
信
員
と
交
信
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
電
話
の
転
送
作

業
中
に
無
音
状
態
と
な
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
が
、
電
話
を
切
ら
ず
に
お
待

ち
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
を
防
ぐ
対
策
と

し
て
、
携
帯
電
話
に
東
分
遣
所
の
電

話
番
号
を
登
録
す
る
こ
と
を
お
す
す

め
し
ま
す
。
電
話
番
号
は
０
９
９
６

（
86
）
０
１
１
９
で
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

阿
久
根
地
区
消
防
組
合
東
分
遣
所

　

☎
（
86
）
０
１
１
９

農
業
用
有
機
リ
ン
系
殺
虫
剤

「
か
ん
き
つ
」
の
適
用
削
除

　
「
ジ
ェ
イ
エ
ー
ス
」
や
「
オ
ル
ト

ラ
ン
」
な
ど
の
名
称
で
使
用
さ
れ

て
い
る
有
機
リ
ン
系
殺
虫
剤
「
ア

セ
フ
ェ
ー
ト
」
の
適
用
作
物
か
ら

「
か
ん
き
つ
」
が
削
除
さ
れ
る
予
定

で
す
。

　

こ
の
殺
虫
剤
は
、
か
ん
き
つ
類

の
生
産
現
場
で
ア
ザ
ミ
ウ
マ
類
や

訪
花
害
虫
の
防
除
で
広
く
使
用
さ

れ
て
い
ま
す
。
今
後
、
食
品
安
全

委
員
会
や
厚
生
労
働
省
で
審
議
、

決
定
さ
れ
、
新
し
い
残
留
基
準
値

が
設
定
さ
れ
る
予
定
で
す
。
平
成

22
年
産
の
か
ん
き
つ
類
で
ア
セ
フ

ェ
ー
ト
剤
を
使
用
し
た
場
合
に
、

残
留
基
準
値
の
超
過
を
招
く
お
そ

れ
が
あ
り
ま
す
の
で
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

○
今
後
の
対
応

①
生
産
者
に
対
し
て
、
平
成
22
年

　

産
か
ん
き
つ
の
生
産
時
か
ら
、

　

使
用
を
自
粛
す
る
よ
う
指
導
さ

　

れ
ま
す
。

②
平
成
22
年
度
生
産
向
け
に
作
成

　

さ
れ
る
か
ん
き
つ
栽
培
歴
や
予

　

約
注
文
書
か
ら
、
ア
セ
フ
ェ
ー

　

ト
剤
の
記
載
が
削
除
さ
れ
ま
す
。

③
販
売
店
に
よ
っ
て
は
、
返
品
を

　

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

鹿
児
島
い
ず
み
農
業
協
同
組
合

　

園
芸
農
産
資
材
セ
ン
タ
ー

　

☎
（
64
）
２
６
５
５

　

北
薩
地
域
振
興
局

　

農
政
普
及
課
園
芸
普
及
係

　

☎
（
63
）
３
１
１
１

果
樹
経
営
支
援
対
策
事
業
を

活
用
し
よ
う

　

国
は
、
果
樹
産
地
の
構
造
改
革

と
担
い
手
の
経
営
改
善
を
進
め
る

た
め
、
平
成
19
年
度
か
ら
新
た
な

改
植
や
小
規
模
基
盤
整
備
が
１
人

か
ら
で
も
で
き
る
「
果
樹
経
営
支

援
対
策
事
業
」
を
は
じ
め
ま
し
た
。

　

果
樹
経
営
支
援
対
策
事
業
と
は
、

優
良
品
目
・
品
種
へ
の
転
換
、
園

地
整
備
、
労
働
力
の
確
保
な
ど
前

向
き
に
取
り
組
む
担
い
手
や
産
地

を
支
援
す
る
事
業
で
す
。

○
事
業
の
内
容

◇
優
良
品
目
・
品
種
へ
の
改
植
へ

　

の
補
助

　
　

み
か
ん
等
＝
22
万
円
／
10
㌃

◇
小
規
模
園
地
整
備
（
園
内
道
の

　

整
備
、
傾
斜
の
緩
和
、
土
層
改
良
、

　

か
ん
水
施
設
）
等
へ
の
補
助

　
　

す
べ
て
の
果
樹
＝
１
／
２
以
内

　

平
成
22
年
度
は
、
こ
の
事
業
の

最
終
年
度
で
す
。
事
業
を
積
極
的

に
活
用
し
、
品
質
向
上
や
基
盤
整

備
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

　

申
請
手
続
き
は
、
５
月
末
日
ま

で
で
す
。

◎
申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

　

鹿
児
島
い
ず
み
農
業
協
同
組
合

　

果
実
課

　

☎
（
73
）
４
６
６
１

　

役
場
農
林
課

　

☎
（
86
）
１
１
１
１

　
　

内
線
２
１
４
３

協
会
け
ん
ぽ
の
保
険
料
率
が

１
・
14
％
上
昇

　

中
小
企
業
等
で
働
く
従
業
員
や
そ

の
家
族
の
皆
さ
ん
が
加
入
さ
れ
て
い

る
健
康
保
険（
政
府
管
掌
健
康
保
険
）

は
、
従
来
、
国
（
社
会
保
険
庁
）
で

運
営
し
て
い
ま
し
た
が
、
平
成
20
年

10
月
1
日
、
新
た
に
全
国
健
康
保
険

協
会
が
設
立
さ
れ
、
協
会
が
運
営
す

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
協
会
が
運
営
す
る
健
康
保
険

の
愛
称
を
「
協
会
け
ん
ぽ
」
と
い
い

ま
す
。
協
会
け
ん
ぽ
の
健
康
保
険
料

に
つ
い
て
は
、
保
険
料
収
入
が
落
ち

込
む
一
方
、医
療
費
の
支
出
が
増
え
、

協
会
け
ん
ぽ
の
財
政
は
非
常
に
厳
し

い
状
況
と
な
っ
て
お
り
、
本
年
３
月

分
の
保
険
料
（
４
月
納
付
分
）
か
ら
、

鹿
児
島
支
部
の
健
康
保
険
料
率
は

９
・
36
％
（
平
成
21
年
は
８
・
22
％
）

に
大
幅
な
引
上
げ
を
行
う
こ
と
と
な

り
ま
す
。
ま
た
40
歳
以
上
に
対
す
る

介
護
保
険
料
率
も
、
現
在
の
１
・
19

％
か
ら
１
・
５
％
に
引
き
上
が
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

　

厳
し
い
経
済
状
況
の
中
で
は
あ
り

ま
す
が
、
加
入
者
の
皆
さ
ん
の
医
療

と
健
康
と
生
活
を
支
え
る
た
め
、
加

入
者
・
事
業
主
の
皆
さ
ん
に
は
、
こ

の
よ
う
な
ご
負
担
に
つ
き
ま
し
て
、

ご
理
解
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

交
通
事
故
無
料
相
談

　

社
団
法
人
日
本
損
害
保
険
協
会
で

は
、
自
動
車
保
険
請
求
相
談
セ
ン
タ

ー
を
全
国
に
設
置
し
、
交
通
事
故
で

お
困
り
の
人
の
自
賠
責
保
険
や
任
意

自
動
車
保
険
の
請
求
に
つ
い
て
、
無

料
で
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

○
相
談
日

　

月
曜
日
～
金
曜
日

　
（
祝
日
を
除
く
）

　

午
前
９
時
～
正
午

　

午
後
１
時
～
午
後
５
時

　

※
電
話
相
談
可

○
弁
護
士
相
談
日

　

毎
月
第
２
・
４
木
曜
日

　

午
後
１
時
～
午
後
４
時

　

※
予
約
制
・
要
面
談
・
無
料

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

鹿
児
島
自
動
車
保
険
請
求
相
談
セ

　

ン
タ
ー

　

☎
０
９
９
（
２
５
２
）
３
４
６
６

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
で
応
援
を

　

長
島
町
で
は
、「
夢
追
い
ふ
る
さ

と
長
島
景
観
寄
附
金
」制
度
に
よ
り
、

寄
附
金
を
募
っ
て
い
ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
納
税
は
、
ふ
る
さ
と
を

応
援
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
を
形
に

す
る
仕
組
み
と
し
て
、
地
方
公
共
団

体
に
対
し
て
寄
附
を
行
い
、
５
千
円

を
超
え
る
部
分
に
つ
い
て
、
個
人
住

民
税
の
お
お
む
ね
１
割
を
限
度
と
し

て
、
所
得
税
と
個
人
住
民
税
か
ら
税

額
控
除
さ
れ
る
制
度
で
す
。

　

長
島
町
で
生
ま
れ
育
っ
た
皆
さ

ん
、
ゆ
か
り
の
あ
る
皆
さ
ん
、「
ふ

る
さ
と
納
税
制
度
」
を
活
用
し
、
ま

ち
づ
く
り
の
応
援
を
お
願
い
し
ま

す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
企
画
財
政
課

　

☎
０
９
９
６
（
86
）
１
１
１
１

　
　

内
線
１
２
５
４
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界の子どもたちを救おう
鷹巣中生徒会がキャップ回収

にエールを送りました。
　この大会には、出水地区の選手として本町から谷
尾政樹さん（母良木）が出場し、初日、２日目、４
日目に出走。チームの主軸として活躍されました。
　出水チームは、昨年よりプラス 24 分 54 秒となり、
順位を一つ下げて７位でした。

　キャップを集めて、世界の恵まれない子どもたちにワ
クチンを贈ろう―。鷹巣中学校生徒会は昨年度からペッ
トボトルのキャップを回収していて、２月 23 日には生
徒会役員が２月中に集められたキャップの集計作業を行
いました。
　この日は、役員たちが生徒の家庭などから持ち込まれ
たキャップからシールをはがし、ペットボトルとそれ以
外のもののキャップを選別して、全個数を数えました。
同生徒会によると、昨年から始めたこの活動が周知され、
現在は地域からもキャップが寄せられるようになり、今
年は１月までに 5500 個が集まったそうです。
　回収されたキャップは 400 個で 10 円になり、ポリオ
ワクチンが 1 人分 20 円のため、800 個で子どもの命が
救えることになります。
　生徒会長の川畑将矢君（２年）は「多くの人を救える
ので誇りに思います。周りの人やみんなの協力があって
活動しているという実感があります」と話していました。↑ペットボトルのキャップを仕分けする生徒会役員

↓出発式で激励される谷尾さん（左から３番目）ら選手たち

世

も早い旅立ち最 ツルの北帰行

↑太陽の里付近を
通過するマナヅル
たち

←北帰行を撮影す
るためにズラリと
並んだ大型の望遠
カメラ

　出水平野で冬を過ごしたツルたちが、
シベリアを目指す北帰行が１月下旬から
始まりました。今年は 1 月 27 日に北帰
行が始まり、これは統計を始めた昭和
39 年以降最も早い旅立ちだそうです。
　北帰行するツルを眼下に見下ろせる場
所として知られる行人岳山頂は、連日、
写真家や見物客らでにぎわいを見せてい
ます。
　北帰行は毎日見れるわけではなく、「快
晴で北東の微風、午前 8 時から正午まで
が最高の条件」と常連客らは話します。
条件のよい日には、十数羽から数百羽で
グループをつくるツルたちが、行人岳や
長島海峡付近で何度も旋回し、上昇気流
に乗って天草、長崎方面へ次々と旅立っ
て行きます。
　ツルの北帰行は、３月いっぱい続きま
す。

が楽しめるファンタジー
劇団四季ミュージカル

　2 月５日、劇団四季ミュージカル『はだか
の王様』が長島町文化ホールで公演されまし
た。
　『はだかの王様』は世界中の人々に愛され
たハンス・クリスチャン＝アンデルセンの童
話をもとに書き下ろされたミュージカルで
す。登場したのは、王女サテン、外務大臣モ
モヒキ、戦争大臣ブルーマー、デザイナー・
フリルフリルなど、ちょっと変わった名前の
個性あふれる人物たち。案内役は、こどもの
ホックとおとなのアップリケが務めました。
このミュージカルはおとなも一緒に楽しむこ
とができ、劇団四季ならではの、だれもが楽
しめる一級のファンタジーとなりました。
　会場には満席となる 800 人が詰めかけ、
俳優の素晴らしい演技と本格的な舞台に魅了
されました。↑舞台の一場面（写真提供：劇団四季）

皆

尾選手が主軸として活躍谷 県下一周市郡対抗駅伝競争大会

　第 57 回鹿児島県下一周市郡対抗駅伝競走大会が
２ 月 20 日 か ら 5 日 間、53 区 間 589 ㌔ で 競 わ れ、
これに先立ち 19 日には出水市役所で出水チームの
出発式がありました。
　出発式には、出水教育事務所や出水市役所関係者
のほか、本町から川添町長らも駆けつけ、選手たち
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（　）内は前月比

11,734(  -17)
  5,639(  -11)
  6,095(    -6)
  4,399(   +1)

平成 22年 2月 28 日現在

▽
黒
之
瀬
戸
だ
ん
だ
ん
市
場
が
オ
ー

プ
ン
し
ま
し
た
。
初
日
か
ら
た
く
さ

ん
の
お
客
さ
ん
が
来
場
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
長
島
の
入
口
だ
け
に
と
ど
ま

ら
ず
、
町
内
全
域
へ
の
入
り
込
み
に

期
待
し
た
い
で
す
。　
　
　
（
濱
口
）

ふ
る
さ
と
景
観
づ
く
り

花
壇
コ
ン
ク
ー
ル
実
施

　

た
く
さ
ん
の
町
民
の
皆
さ
ん
の
協
力
に
よ
り
、
春

の
風
と
と
も
に
花
壇
の
花
も
大
き
く
背
を
伸
ば
し
、

次
々
に
美
し
い
花
を
咲
か
せ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
こ
の
春
、
花
壇
が
満
開
と
な
る
時
期
に
あ

わ
せ
て
花
壇
コ
ン
ク
ー
ル
を
実
施
し
ま
す
。
自
薦
、

他
薦
を
問
わ
ず
、
多
数
の
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

○
期
日

　

４
月
23
日
（
金
）

○
応
募
方
法

　

役
場
窓
口
に
設
置
し
て
あ
る
応
募
用
紙
に
必
要
事

　

項
を
記
入
し
て
提
出

○
応
募
締
め
切
り

　

４
月
15
日
（
木
）

○
応
募
対
象
者

　

花
壇
や
鉢
な
ど
で
花
を
育
て
て
い
る
個
人
や
団
体

　

※
学
校
は
対
象
外

◎
提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
事
業
推
進
課　

景
観
係

　

☎
（
86
）
１
１
１
１

　
　

内
線
１
２
６
６
・
１
２
６
８

＊＊＊＊＊＊栽培ポイント＊＊＊＊＊＊
①種は少しずつ日にちをずらし、数回に分けて蒔く。
②夏の花は寒さに弱いため、発芽したら霜害に注意する。
③最初についた花芽を摘芯し、わき芽を出させると大き
　な株に育つ。

　

マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
や
ニ
チ
ニ
チ
ソ
ウ
な
ど
夏
に

向
け
た
種
ま
き
の
時
期
と
な
り
ま
し
た
。
花
壇
は

こ
れ
か
ら
満
開
と
い
う
と
き
で
す
が
、
そ
の
後
に

植
栽
す
る
花
の
準
備
を
す
る
時
期
で
も
あ
り
ま

す
。

　

こ
の
時
期
の
種
ま
き
は
土
の
温
度
が
低
く
、
芽

が
出
に
く
い
も
の
で
す
。
ビ
ニ
ー
ル
で
覆
う
な
ど

い
ろ
い
ろ
な
工
夫
を
し
、
暖
か
い
環
境
を
作
っ
て

か
ら
種
を
蒔
き
ま
し
ょ
う
。

夏の花の種を蒔きましょう
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長
島
の
玄
関
口
、
黒
之
瀬
戸
大
橋
近
く
に
２
月
13
日
、
新
し
い
観
光
拠
点
「
長
島
物
産

館
」
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
建
物
は
島
々
を
つ
な
ぐ
大
橋
や
、
海
の
う
ね
り
、
山
並
み

な
ど
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
造
ら
れ
、
１
日
４
０
０
人
の
集
客
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

オ
ー
プ
ン
に
先
立
ち
９
日
に
は
新
築
落
成
式
が
執
り
行
わ
れ
、
地
権
者
や
名
付
け
親
ら

に
感
謝
状
、
表
彰
状
が
贈
ら
れ
た
後
、
指
定
管
理
者
で
あ
る
株
式
会
社
長
島
物
産
館
に
施

設
の
鍵
が
引
き
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
黒
之
瀬
戸
だ
ん
だ
ん
市
場
」
と
愛
称
を
付
け
ら
れ
た
こ
の
物
産
館
。
鉄
骨
平
屋
建
て
、

延
べ
床
面
積
６
０
８
平
方
㍍
の
施
設
内
に
は
、
赤
土
バ
レ
イ
シ
ョ
、
サ
ツ
マ
イ
モ
、
柑
橘

類
な
ど
の
農
産
物
や
、
巻
き
寿
司
、
揚
げ
物
、
弁
当
な
ど
の
惣
菜
の
ほ
か
、
焼
酎
、
民
芸

品
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
特
産
品
が
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。
な
か
で
も
目
を
引
く
の
が
、
長
さ

約
５
㍍
の
水
槽
で
す
。
ア
ジ
や
タ
イ
、
ヒ
ラ
メ
、
ア
ラ
カ
ブ
の
ほ
か
、
ア
ワ
ビ
、
ナ
マ
コ
、

ヒ
オ
ウ
ギ
貝
、
タ
コ
な
ど
長
島
自
慢
の
魚
介
類
が
泳
い
で
い
ま
す
。

　

オ
ー
プ
ン
を
前
に
川
添
町
長
は
「
新
鮮
な
産
物
を
販
売
し
、
観
光
な
ど
の
情
報
も
発
信

し
て
い
き
ま
す
。
町
の
活
性
化
に
役
立
つ
と
期
待
し
て
い
ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　長島物産館内に設けられた観光案内所に地図
模型が設置されています。これは、町内で風力
発電所を稼動している長島ウインドヒル株式会
社から寄贈されたものです。
　高さ約２㍍ 50 ㌢、幅約２㍍の地図模型は、
観光地を写真で紹介しているほか、模型前部に
ある名所が書かれたボタンを押すと、地図上の
電球が点灯して位置を知らせる仕組みになって
います。

活
性
化
の
拠
点
と
し
て
期
待

黒之瀬戸だんだん市場が
オープンしました

営業時間　午前９時～午後６時
定  休  日　毎年１月１日・２日



月
日 月 火 水 木 金 土

時22～時91は■●／医番当間夜科児小■、医番当間夜●、局薬番当日休□、医番当日休○。すまりあが合場るれさ更変りよに合都は等医番当・定予事行※

当番医の利用は急患に限ります。ご協力ください。
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２０１０4
■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■天ぷら油（鷹巣・諸浦）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（浦底・川床・山門野）

（獅子島）
■天ぷら油
（浦底・川床・山門野）

●阿久根市民病院 73-1331 ■出水総合医療センター 67-1611

○長島クリニック88-6405
○わかすぎ皮フ科クリニック 64-1313

○整形外科ばばぐちクリニック 64-8260

○門松医院 64-6100
○児島歯科医院 86-1266
□いずみ調剤薬局 68-5822
□フタヤ薬局 67-5253
□中央薬局 73-2907
□しおかぜ薬局 88-6011
■出水総合医療センター 67-1611

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■燃えないごみ（獅子島）

●林胃腸科外科医院 73-3639

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（浦底・川床・山門野）

（獅子島）

◎母子相談
（保健福祉センター）

■燃えないごみ・資源ごみ
（城川内・指江・下山門野）
（浦底・川床・山門野）
■資源ごみ　　（獅子島）

●阿久根市民病院 73-1331

◎心配ごと相談（長生園）
（保健福祉センター）

◎乳児健診
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■天ぷら油
（平尾・蔵之元・川内）

◎ラッコ教室
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（浦底・川床・山門野）

（獅子島）
■天ぷら油
（城川内・指江・下山門野）

●阿久根市民病院 73-1331 ■出水総合医療センター 67-1611

○平尾診療所 88-2595
○しもぞのクリニック 63-8300
○出水病院 62-0419
○山田クリニック 72-0420
○中島歯科医院 82-0020
□Ｄ・ML五万石薬局 63-8800
□のぞみ薬局 73-2131
■出水総合医療センター 67-1611

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃えないごみ・資源ごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

◎ 1.6 歳児健診
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■天ぷら油（鷹巣・諸浦）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（浦底・川床・山門野）

（獅子島）
■天ぷら油
（浦底・川床・山門野）

（獅子島）

■こどもクリニック永松 64-1500

○飯尾医院 88-5040
○朝倉医院 82-0065
○こどもクリニック永松 64-1500
○北国医院 72-0016
○福原歯科医院 63-2501
□かしま薬局 63-3970
□上野薬局 72-1016
■こどもクリニック永松 64-1500

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■燃えないごみ（獅子島）

●阿久根市民病院 73-1331

◎シェイプアップ教室
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（浦底・川床・山門野）

（獅子島）

◎メタボらない教室
（獅子島アイランドセンター）
■燃えないごみ・資源ごみ
（城川内・指江・下山門野）
（浦底・川床・山門野）
■資源ごみ　　（獅子島）

●阿久根市民病院 73-1331

◎幼児歯科検診
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■天ぷら油
（平尾・蔵之元・川内）

◎ラッコ教室
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（浦底・川床・山門野）

（獅子島）
■天ぷら油
（城川内・指江・下山門野）

●阿久根市民病院 73-1331 ■二宮医院 62-0167

○鷹巣診療所 86-0054
○境田医院 67-2600
○キッズクリニック 63-7707
○林胃腸科外科 73-3639
○上野歯科医院 63-2306
□エンジェル薬局 65-7637
□さくら薬局 63-7700
□阿久根薬局 72-1017
□長島調剤薬局 64-5555
■二宮医院 62-0167

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（浦底・川床・山門野）

（獅子島）

●阿久根市民病院 73-1331

■燃えないごみ・資源ごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■びん・有害　（獅子島）

　　　　　昭和の日

○長島クリニック88-6405
○福永内科循環器科 62-8200
○植村整形外科 72-1041
○脇本病院 75-2121
○橋口歯科医院 63-2330
□かりん薬局 64-1400
□会営薬局阿久根店 72-5060
□しおかぜ薬局 88-6011
■出水総合医療センター 67-1611

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（浦底・川床・山門野）

（獅子島）

●北国医院 72-0016

◎ＢＣＧ
（保健センター）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（浦底・川床・山門野）

（獅子島）

●鷹巣診療所 86-0054

●４月 29日は昭和の日です。
　　昭和の日は、「激動の日々を経て、復興を遂げた昭和の時代を顧み、国の将来に思いをいたす」ことを趣旨としています。

祝日には、国旗を掲げましょう！


